
「知的財産推進計画２０１１」骨子（案）概要 

グローバル・ネットワーク時代の新たな挑戦を支える４つの知的財産戦略 

新たな時代の到来と知財イノベーション 
○ 高速なコミュニュケーションの下、シームレスに世界がつながる「グローバル・ネットワーク時代」が到来。 
○ 「知的財産推進計画2011」では、①新たな合従連衡のための国際標準化、②知財イノベーションによる競争力強化、③進化する最先端デ
ジタル・ネットワークへの戦略、④我が国の付加価値を高める「クールジャパン」を強力に推進する。 

○ 各企業が知的財産を戦略的にマネジメントし、国際標準化へ対応することが重要。 
○ 2010年度は、「推進計画2010」に基づき、７分野で「国際標準化戦略」を策定。 
○今後、戦略の実行・検証を進めつつ、併せて基盤的施策を追加・拡充し、実行を推進。 

標準化活動の更なる活性化 

国際標準化戦略の実行 

基盤的施策 

認証の戦略的活用 アジア諸国との連携強化 

１  先端医療 

２  水 

３  次世代自動車  

４  鉄道 

５  エネルギーマネジメント 

６  コンテンツメディア  

７  ロボット 

推進 
推進 

推進 

① 国際標準化のステージアップ戦略 

知的財産戦略推進事務局 

○ コンテンツのデジタル化・ネットワーク化がグローバルに急速に進展。 
○ デジタル・ネットワーク化の先端を切り拓き、日本の経済成長につなげる。 

電子書籍の促進、過去の知的資産
のデジタル活用 

デジタル化・ネットワーク化推進
基盤盤の整備 

国会図書館デジタルアーカイブ(約90万冊)の
公立図書館及びインターネットを通じた提供 

クラウド型コンテンツサービス
に関する著作権法上の法的リ
スク解消 

デジタル創作基盤の強化 

③ 最先端デジタル・ネットワーク戦略 

グローバルな侵害対策の強化 

外国における迅速な削除の仕組み構築 

二次創作の促進 
若手クリエーターの育成 

資料４－１ 

○ 各国の「知財システム」が激しい国際競争に晒されている。例えば、韓国はIP-Hub構  
想を打ち立て、国際的知的財産秩序の形成を主導しようという動きをみせている。 

○ 我が国の「知財システム」の魅力を高め、アジア・世界で一層準拠・活用される環境を
整備し、グローバル知財システムの構築をリードする。 

産業競争力強化の実現 

知的財産戦略を支える人材育成・確保 

我が国の生み出す「知」の活用促進 

我が国の「知財システム」の競争力強化 

総合的な知財マネジメント 

知財インフラ整備 

イノベーションの促進 

知財活用 グローバル知財システム
の構築 

知財人財育成 
プランの確立 

企業・大学の 
グローバル展開支援 

② 知財イノベーション競争戦略 

○ 海外で人気が高い我が国のコンテンツ、ファッション、産品、食、伝統文化、デザイ
ンなどの 「クールジャパン（素敵な日本）」を推進し、日本の経済成長につなげる。 

国際的イベント
での発信 

ブランドイメージ戦略 
（ロゴマーク、ポータルサイト） 

クールジャパン大賞 
による顕彰 

対象国毎の海外展開戦略 

クールジャパンを
テーマとした観光
ルート開拓 

日本ブランドの保護強化 
（ＡＣＴＡ、ＧＩ） 

④ クールジャパン戦略 

「発掘・創造」 

「発信」 

基盤整備 

「拡大」 
クールジャパン
の推進サイクル 

日米桜寄贈100周年
事業において、政府
一体となってクール
ジャパンを発信 

重点国に在外公館を中心とした 
官民連携タスクフォースを設置 

映像コンテンツ製作 


